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紫外 光照射 に よる通 常空 気 か ら の 水 エ ア ロ ゾル ／水 滴生 成

＊

吉原 經太 郎 （豊 田理研 ）、 高鳥芳樹 （豊 田 中研）、宮崎洸治、梶井克純 （首都大院 、

　　　　　　　　 D 、 坂本陽介 、 川 崎昌博 （京 大 院、 工 ）

　 ［序 ］　 紫 外 光 を 通 常 空 気 に 照 射 す

る と水 エ ア ロ ゾル や 水滴 が 生 成 す る

こ とを発 見 した。紫外 光 が 酸素 を光分

解 し 、 幾つ か の 過 程 を経 て 過 酸化水 素

が生 じ、こ れ が水 滴 の 核 を とな る 。 反

応中 間体 を検出 し、反 応の シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン とあ わ せ て 気 相反 応 機構 を調

べ た 。 また粒子形成反応 に つ い て 検討

した 。

　［実験］　 反応 は 実験室 で 行 っ た 。 反

応容器 と して 、 対流型 、 拡 散型 、 中 立

型 （温 度 勾配 な し） を用 い た が 、何 れ

の 場合 も水 エ ア ロ ゾル な い しは 水滴 が

生 じた。 生成 した 粒 子 は そ れ ぞれ 特徴

的 な挙 動 を示 した 。 光源 と し て 、パ ル

ス 紫外 線 レ ー ザ
ー

（ArF レ
ー

ザー （193

nm ）な ど）ま た は 定常的光線 で あ る低圧

水 銀 燈 （185nm 、全 波 長 出力 0．1−70　W）

を用 い た 。 生成粒子 の 観測 は 可視部 レ

ー ザー に よ る 光散乱 測定、 キ ャ ビ テ ィ

ー ・リン グ ・ダ ウン 分光法 （CRDS）、
DMA

粒子 計測 も し くは 顕微写 真撮影 を用 い

た 。 反 応 中間体 HO2 ラジカ ル の 観測 は

化 学増幅 と レ ー ザー
誘 起蛍 光 法 に依 っ

た （1）。

　 ［反 応機構 と討論 ］　 200nm 近 傍 の

酸 素 分 子 吸 収 端 の 光 を与 え る と酸 素

は直 ち に分解 して オ ゾ ン を与 え る 。 こ

れ が 更 な る 光 を吸 収 す る と分 解 して

活 性 な酸素原 子 （
且D）を 生 じ 、 こ れ が

空気 中の 水 分子 と反 応 して OH ラジ カ

ル を作 る 。
こ れ が契機 とな っ て い くつ

か の 過程 を 経 て 最終 的に 過 酸化 水 素

が 生 じる 。
こ の 反応機 構 は 2 つ の 中間

体の 観測 と 29 の 関連す る素反応の シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 を比 較す る こ

と に よ っ て 確 か め た （2）。 過 酸 化水 素

が 核 に な っ て 水 滴 が 生 じ る こ と とオ

ゾ ン と水 の 光 反 応 に よ っ て も水 滴 が

生 じ る こ とを別 途 CRDS で 確認 した 。

　各種温度 ・湿 度条件 下 の 光 （レ ー ザ
ー

お よび水 銀 灯）照射 に よ っ て 生 じる

粒 子 の 粒 径 分布 と粒 径 成 長 時 間経過

を DMA 観 測に よ っ て 調 べ た 。 観測 した

範 囲 の 全 て （温度 範 囲 15− 5e℃ 、相 対

湿 度 、 約 IO− 100c／・）に 於 い て 、 約 10　nm

（測定 限界）か ら粒 子 の 形 成が 見 られ

た
。 環 境条件 に よ っ て こ れ らは約 50・−

150nm へ 成長す る 。 過飽和条件 にす る

と 10 μm 程度 へ 成長す る （粒子 の 写真

撮影 ）。 こ の よ うな現 象 は 自然 で も起

こ っ て い る と思 われ る が 、 大 気 中の ヱ

ア ロ ゾル の 形成 や 雲 核 生 成 な どに 関

与 す る の で は ない か と考 え られ る 。
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